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原子力緊急時支援・研修センターでの取り組み

○防災研究開発ディビジョン

 緊急時対応研究グループ

 航空機モニタリンググループ

 有人のヘリコプターを用いた航空機モニタリング技術の開発

 福島周辺他の航空機モニタリング（原子力規制庁受託）

 モニタリング技術開発グループ

 放射性物質等分布状況調査（原子力規制庁受託）

 避難指示区域住民の生活行動パターンを模擬した被ばく評価
（原子力規制庁受託）

 原子力緊急時の放射線モニタリング技術の開発

○防災支援研修ディビジョン

 原子力災害対応に携わる方々を対象とした研修を実施
 国、地方公共団体等が実施する原子力防災訓練への支援
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放射性物質等分布状況調査

○目的：（2011）福島第一原発事故の影響を正しく評価し適切な対策を講じる
ために放射性物質の分布状況に対する詳細な情報を取得する

（2022）放射性物質の現状における沈着状況や空間線量率の変化傾向
を把握するために継続的に同様な手法での詳細な調査を実施する

○役割：文部科学省(後に原子力規制庁)からの委託を受け、調査を実施（ 2011
年6月から）。当グループは、分布状況調査を通して培った経験を原子力緊
急時に向けた技術として改良・発展させることも視野に、2018年度に発足。
1F事故に伴う周辺環境における放射性物質の分布状況等に関する調査
の取りまとめを行うとともに、研究成果を発信。

○主な調査項目：

(福島研究開発部門廃炉環境国際共同研究センターと連携)

1.放射性物質の土壌沈着量及び空間線量率に関する
大規模環境測定とそのマップ化

2.空間線量率等の変化傾向の評価

3.異なる手法で測定したマップの統合

4. WEBサイトを通したデータの公開



主な調査項目の例
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１.―１空間線量率に関する測定項目

KURAMA-
IIを測定
員が携行

LaBrスペクトル測定器を無人ヘリ
コプターに搭載

1. 定点測定 (6,500箇所)
●かく乱の少ない平坦な土地
●状況が変化しにくい似た環境

2. 走行サーベイ(20,000km)
●道路上で連続的な測定
●様々な環境が含まれる

3. 歩行サーベイ(600箇所)
●生活環境で連続的な測定
●様々な環境が含まれる

4. 無人ヘリ測定(58km2)
●福島第一原発の近傍
●様々な環境が含まれる

1. 土壌沈着量測定(380箇所)
●可搬型Ge検出器による in situ 測定
●その場の平均的な沈着量を測定

2. 深度分布測定（85箇所）

●スクレーパープレートを用いた層別土壌試料
の採取、放射能分析

●詳細な深度分布を評価

１.―２沈着量に関する測定項目

NaI(Tl)
サーベ
イメータ

京大原子炉実
験所で開発され
たKURAMA-IIシ
ステムを使用

KURAMA-II

KURAMA-II
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Fukushima 10 Years， Special Workshop between KARP and JHPS, 2021/3/11

走行サーベイによる空間線量率分布測定



●人間が生活する環境周辺の空間線量率は物理減衰より顕著に速く減
少してきた

２．空間線量率変化傾向の評価（80 km圏内平均）

2011年6月の空間線量率を１.0として表示

放射性セシウムの
物理減衰
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) 2011年6月の空間線量率を1.0とした相対値

日本原子力学会 2018秋の大会1K01より 9
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３．異なる測定手法で作成した空間線量率マップの統合

●各測定手法の特徴を活かして精度と位置分解能の高いマップを作成する
●階層ベイズ統計を応用した統合手法をLBNLと共同で開発
●統合したマップとともに不確実性を表す信頼範囲を推定

航空機モニタリング 走行サーベイ 歩行サーベイ

● 精度・位置分解能が劣る

● 測定対象地位置全体をカ
バーできる

● 道路上の空間線量率

● 地上での大量データを
取得できる

● 人間の生活に直結した
空間線量率が得られる

● 測定可能な範囲が限ら
れる

統合マップ

階層ベイズ統計歩行サーベイを全域

で実施したことを想定
したマップを作成
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µSv/hµSv/h航空機モニタリング 統合マップ

(Wainwright et al, 2019)

Fukushima 10 Years， Special Workshop between KARP and JHPS, 2021/3/11

避難指示区域の空間線量率統合マップ

●空間線量率分布の細かな構造を再現
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放射性物質モニタリングデータの情報公開サイト(EMDBサイト)
https://emdb.jaea.go.jp/emdb/

４．WEBサイトを通したデータの公開

測定結果（航空機モニタリング、走行
サーベイ等）を地図上に表示

測定結果数値データ等を掲載
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